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遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
質
問
す
る
。

（
�
）

（
社
）
日
米
文
化
振
興
会
（
現
在
、
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
）
の
安
全
保
障
研
究
会
（
以
下
、
「
安
保
研
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て

�

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
開
催
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
（
以
下
、
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
で
の
私
の
質
問

に
対
し
、
中
山
・
外
務
大
臣
政
務
官
は
、
「
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
に
対
す
る
立
入
検
査
は
、
来
年
早
期
に
行

う
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
い
つ
（
何
月
）
か
ら
行
う
の
か
。

�

委
員
会
で
山
本
政
府
参
考
人
は
、
「
安
保
研
は
、
今
、
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
と
は
全
く
関
係
の
な
い
独
立

し
た
存
在
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
答
弁
は
、
中
山
大
臣
政
務
官
が
委
員

会
で
「
本
年
十
二
月
五
日
に
、
日
米
平
和
・
文
化
交
流
協
会
か
ら
、
安
保
研
に
関
す
る
説
明
を
受
け
て
い
る
」
旨
の

答
弁
を
し
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

�

委
員
会
で
の
中
山
大
臣
政
務
官
の
答
弁
で
は
、
日
米
文
化
振
興
会
に
対
す
る
平
成
十
七
年
四
月
の
立
入
検
査
か
ら

平
成
十
八
年
六
月
の
改
善
措
置
の
完
了
ま
で
の
間
、
政
治
家
の
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
省
内
調
査
を
行

一



う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
結
果
及
び
省
内
調
査
結
果
を
問
う
。

（
�
）

寒
川
地
区
事
案
に
つ
い
て

�

神
奈
川
県
寒
川
地
区
の
危
険
物
質
調
査
は
、
安
保
研
に
対
し
て
随
意
契
約
で
発
注
（
平
成
十
四
年
度
（
平
成
十
五

年
二
月
十
八
日
）
千
二
百
六
十
一
万
円
、
同
十
五
年
度
（
同
十
五
年
九
月
十
七
日
）
二
千
二
百
七
十
万
円
、
同
十
六

年
度
（
同
十
六
年
八
月
二
十
日
）
二
千
三
百
三
万
円
、
合
計
五
千
八
百
三
十
六
万
円
）
を
し
て
い
る
。
平
成
十
九
年

十
二
月
三
日
提
出
の
私
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
二
八
五
号
）
に
対
す
る
同
年
十
二
月
十
一
日
の
政
府
答
弁
書
（
以

下
、
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
そ
の
法
的
根
拠
を
「
会
計
法
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
に
該
当
す
る
」
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
該
当
す
る
の
か
。

�

平
成
十
四
年
十
一
月
頃
の
国
土
交
通
省
の
担
当
職
員
と
米
国
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ブ
ス
准
将
と
の
面
談
で
、

「
リ
」
准
将
は
、
「
安
保
研
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
現
場
を
訪
問
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
関
係
者
か
ら
直
接
的
な
処

理
方
法
に
つ
い
て
の
知
見
の
提
供
を
行
う
こ
と
も
可
能
だ
」
と
言
っ
た
（
十
一
月
二
十
八
日
内
閣
委
員
会
で
の
国
土

交
通
副
大
臣
の
答
弁
）
そ
う
だ
が
、
そ
の
発
言
に
関
し
て
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ア

答
弁
書
の
通
り
、
「
リ
」
准
将
が
「
安
保
研
を
通
じ
て
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
い
う
趣
旨
で
言
っ
た
の

二



で
は
な
い
と
す
る
と
、
安
保
研
と
随
意
契
約
す
る
根
拠
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

イ

「
ア
メ
リ
カ
の
関
係
者
」
は
、
答
弁
書
の
通
り
、
米
国
安
全
保
障
会
議
と
米
防
衛
分
析
研
究
所
の
職
員
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
職
員
か
ら
知
見
の
提
供
を
受
け
る
の
に
、
な
ぜ
、
安
保
研
を
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
国
の
機
関
を
通
じ
て
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。

�

委
員
会
で
菊
川
政
府
参
考
人
は
、
安
保
研
の
平
成
十
五
年
度
及
び
平
成
十
六
年
度
の
業
務
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
業
務
担
当
一
覧
」
に
登
場
す
る
「
山
田
康
夫
」
氏
が
、
当
時
、
株
式
会
社
山
田
洋
行
の
社
員
で
あ
っ
た
か
を

安
保
研
に
問
合
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
」
旨
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
検
討
結
果
及
び
問

合
せ
の
結
果
如
何
。

�

寒
川
地
区
事
案
に
関
し
て
安
保
研
へ
の
業
務
委
託
で
行
わ
れ
た
調
査
検
討
業
務
の
成
果
と
し
て
の
「
報
告
書
」
で

は
、
危
険
物
質
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を
推
奨
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
処
理
事
業
の
費
用
見
積

り
は
、
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

寒
川
地
区
事
案
に
関
し
、
国
土
交
通
副
大
臣
は
、
「
防
衛
庁
、
外
務
省
な
ど
に
相
談
い
た
し
ま
し
た
が
、
最
終
処

理
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
」
と
答
弁
（
十
一
月
二
十
八
日
内
閣

三



委
員
会
）
し
て
い
る
が
、
防
衛
庁
、
外
務
省
は
、
な
ぜ
、
（
財
）
日
本
国
際
問
題
研
究
所
（
以
下
、
「
国
問
研
」
と

い
う
。
）
が
進
め
て
い
る
中
国
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
や
福
岡
県
の
苅
田
港
で
の
遺
棄
化

学
兵
器
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
し
て
い
な
い
の
か
。

（
�
）

苅
田
港
事
案
に
つ
い
て

�

福
岡
県
の
苅
田
港
で
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
し
、
「
苅
田
港
等
老
朽
化
化
学
兵
器
に
関
す
る
調
査
等
委

託
」
の
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
を
「
Ｄ
等
級
以
上
」
と
し
た
法
的
根
拠
と
し
て
、
答
弁
書
で
は
「
内
閣
府
所
管

契
約
事
務
取
扱
細
則
第
十
八
条
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
を
経

て
、
決
定
し
た
の
か
。

�

安
保
研
が
「
役
務
の
提
供
等
」
に
お
け
る
関
東
甲
信
越
地
域
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た

の
は
い
つ
か
。
平
成
十
五
年
三
月
十
日
の
変
更
登
録
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
苅
田

港
事
案
の
調
査
を
請
負
わ
せ
る
た
め
に
、
直
前
に
変
更
申
請
し
た
の
で
は
な
い
か
。

�

本
件
契
約
の
入
札
に
お
い
て
四
回
の
札
入
れ
が
行
わ
れ
た
後
、
商
議
を
行
っ
て
八
百
六
十
五
万
円
で
決
定
し
た
と

さ
れ
て
い
る
が
、
答
弁
書
で
示
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
商
議
を
行
っ
た
「
防
衛
庁
の
契
約
担
当
者
」
と
「
日
米
文
化
振

四



興
会
の
担
当
者
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰
か
。

�

安
保
研
の
報
告
書
に
お
い
て
、
遺
棄
化
学
兵
器
の
無
害
化
処
理
技
術
に
関
す
る
報
告
の
内
容
の
う
ち
前
処
理
と
し

て
の
「
爆
破
法
」
に
つ
い
て
は
、
「
制
御
爆
破
式
」
と
「
加
熱
爆
破
式
」
の
う
ち
「
制
御
爆
破
式
」
を
採
る
べ
き
で

あ
る
と
の
報
告
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
札
仕
様
書
で
は
、
ど
ち
ら
の
方
式
で
も
良
い
こ
と
と
な
っ
て

い
る
の
は
何
故
か
。

�

安
保
研
の
報
告
書
で
は
、
苅
田
港
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
す
る
費
用
の
見
積
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
の
費
用
の
見
積
り
と
処
理
事
業
の
入
札
予
定
価
格
と
の
関
係
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

中
国
で
の
遺
棄
化
学
兵
器
に
使
用
す
る
処
理
方
法
の
調
査
（
加
熱
爆
破
式
、
国
問
研
の
調
査
、
外
務
省
の
発
注
、

調
査
研
究
費
百
五
十
億
円
）
が
行
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苅
田
港
の
処
理
方
法
の
調
査
（
制
御
爆
破
式
、

安
保
研
の
調
査
、
防
衛
庁
の
発
注
、
調
査
研
究
費
九
百
万
円
、
神
戸
製
鋼
の
受
注
）
が
行
わ
れ
た
理
由
を
問
う
。
ま

た
、
費
用
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
を
問
う
。

�

苅
田
港
の
処
理
事
業
が
神
戸
製
鋼
に
発
注
さ
れ
た
際
、
神
戸
製
鋼
の
採
用
す
る
制
御
爆
破
式
が
選
定
の
決
め
手
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。

五



�

第
二
期
以
降
、
神
戸
製
鋼
へ
随
意
契
約
で
発
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
妥
当
性
を
問
う
。
入
札
手
続
き
を
進
め
て
い

た
と
き
に
は
既
に
他
に
五
百
三
十
八
箇
所
の
磁
気
異
常
点
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
な
ぜ
、
そ
れ
ら
も
含
め
て

一
括
発
注
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
問
う
。

�

苅
田
港
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
を
受
注
し
た
神
戸
製
鋼
は
、
そ
の
事
業
を
多
く
の
企
業
に
下
請
け
に
出
し
て
い

る
が
、
防
衛
副
大
臣
は
、
委
員
会
で
、
「
発
注
者
（
防
衛
庁
）
か
ら
は
、
神
戸
製
鋼
に
対
し
て
正
式
の
書
面
に
よ
る

承
認
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
、
神
戸
製
鋼
に
当
時
の
こ
と
等
に
つ
い
て
確
認
を
取
っ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

そ
の
調
査
を
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
上
で
、
神
戸
製
鋼
に
対
す
る
対
応
を
考
え
た
い
。
」
旨
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
調
査

結
果
と
神
戸
製
鋼
へ
の
対
応
結
果
を
問
う
。

�

「
神
戸
製
鋼
か
ら
山
田
洋
行
へ
の
下
請
け
契
約
は
、
平
成
十
七
年
度
（
第
二
期
）
の
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
た
。
」

と
の
報
道
に
関
し
て
、
防
衛
副
大
臣
は
、
委
員
会
で
、
「
事
実
関
係
の
確
認
に
つ
い
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
努
力
し

た
い
」
旨
答
弁
し
て
い
る
。
事
実
関
係
の
確
認
結
果
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

六


